
議会だより
12月定例会 No.146

平成 31年 1月 18日

町花：山百合

サンタさんがプレゼント
を持ってきてくれたよ！

（こども園）

可決した条例・議案等 � ������������ ２

全員協議会������������������ ６

一般質問：平成31年度主要事業など７議員が13問�� ７

みんなのページ：八ヶ久保、薄木の獅子舞���� 16
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議 案 等

Q 

単
に
郡
山
市
と
連
携
す
れ
ば
そ
れ
で
済
む
の

か
。A 

郡
山
市
を
中
心
と
し
て
広
域
的
な
取
り
組
み

を
模
索
し
な
が
ら
、
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
自
身
の
取
り
組
み
を
考
え
な
が
ら
協
力
を

も
ら
っ
て
い
く
よ
う
な
想
定
で
す
。

　
型
に
は
ま
っ
た
も
の
で
な
く
て
も
、
情
報
交
換

と
い
う
場
も
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Q 

地
理
的
に
郡
山
市
と
の
間
に
多
く
の
市
町
村

が
入
っ
て
い
る
中
で
の
連
携
協
約
は
古
殿
町
の
た

め
に
な
る
の
か
。

A 
総
務
省
が
制
定
し
た
要
綱
で
は
、
経
済
的
結

び
つ
き
が
強
い
、
通
勤
通
学
割
合
が
０・
１
以
上

で
あ
る
す
べ
て
の
市
町
村
と
協
約
締
結
の
協
議
を

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

１
対
１
の
締
結
な
の
で
古
殿
町
の
メ
リ
ッ
ト
に
な

る
事
業
を
選
択
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

郡
山
市
と
古
殿
町
と
の
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に
係
る

連
携
協
約
の
締
結
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

審
議
議
案

　
古
殿
町
も
安
心
で
活
力
が
出
て
く
る
こ
と

が
私
に
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
せ
ん
。
形
を
変

え
た
市
町
村
合
併
に
一
歩
踏
み
出
す
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
も
の
で
あ
り

現
時
点
で
拙
速
に
こ
の
よ
う
な
協
約
を
結
ぶ

こ
と
に
は
反
対
い
た
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

　
地
域
の
中
枢
都
市
で
あ
る
郡
山
市
と
近
隣

市
町
村
と
１
対
１
の
協
約
に
基
づ
き
、
各
市

町
村
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
も
の
で
あ
り
、
連
携
中
枢
都
市

圏
参
加
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
考
え

賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一 

議
員

賛
成

論
討

賛
成 

10

反
対 

１

採
決

可 

決

12 月 定 例 会

　
12
月
定
例
会
は
14
日
か
ら
20
日
ま
で
、
７
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
古
殿
町
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
始
め
、
郡
山
市
と
古
殿
町
と
の

連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約
の
締
結
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て
な
ど
、
13
議
案
が
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
、

20
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
郡
山
市
お
よ
び
古
殿
町
が
連
携

す
る
こ
と
で
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
社
会
に
あ
っ
て
も
、
活
力
あ
る

地
域
経
済
を
維
持
す
る
と
と
も
に

住
民
が
安
心
し
て
快
適
な
暮
ら
し

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
圏
域
の
形

成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
主
な
事
業

災害時の連携

６次産業化
販路の開拓など

図書館の
相互利用

文化体育施設の広域利用
（やぶさめアリーナの活用など）
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可 決 し た 条 例 ・

　
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
従
う
も
の
で
あ
っ

て
も
、
好
景
気
だ
と
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
ま
っ
た
く
そ
う
い
う
実
感
が
な
い
の
が

町
に
お
け
る
状
況
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
引

き
上
げ
な
い
方
が
い
い
と
し
て
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

　
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
民
間
企
業

の
支
給
状
況
等
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、

給
与
等
の
改
正
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
県

人
事
委
員
会
勧
告
に
沿
っ
て
実
施
し
て
い
る

こ
と
か
ら
賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一 

議
員

　
厚
生
労
働
省
の
発
表
で
は
、
全
労
働
者
の

実
質
賃
金
は
平
成
29
年
度
ま
で
７
年
連
続
減

少
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
お
け
る
賃
金
実
態

も
国
が
言
う
景
気
回
復
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
条
例
改
正

に
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

　
本
条
例
の
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
間

企
業
の
給
与
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
引
き
上

げ
分
を
期
末
手
当
に
配
分
す
る
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
も
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
て
実

施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一 

議
員

賛
成

賛
成

賛
成 
10

反
対 

１

賛
成 

10

反
対 

１

採
決

採
決

論
討

論
討

Q 

団
員
の
募
集
は
公
募
か
推
薦
ど
ち
ら
に
な
る
の

か
。A 

分
団
長
や
部
長
等
の
役
員
が
、
そ
の
地
域
の
方

を
推
薦
す
る
形
に
な
り
ま
す
。

Q 

定
員
が
30
人
な
の
で
、
１
分
団
10
人
程
度
の
想

定
か
。

A 

１
分
団
あ
た
り
10
人
、
１
部
３
人
程
度
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

Q 

夜
間
の
火
災
に
は
出
動
し
な
い
の
か
。

A 

消
防
力
の
弱
い
日
中
の
火
災
に
限
定
し
て
出
動

し
て
い
た
だ
く
考
え
で
す
。

Q 

募
集
に
関
し
て
、
年
齢
や
消
防
団
員
の
経
験
年

数
の
制
限
は
あ
る
の
か
。

A 

団
員
経
験
が
５
年
以
上
70
歳
未
満
の
方
で
、
平

日
の
日
中
す
ぐ
に
出
動
で
き
る
地
域
の
自
営
業
の
方

な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

古
殿
町
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

審
議
議
案

審
議
議
案

審
議
議
案

疑
質

可 
決

可 

決

　
機
能
別
消
防
団
員
制
度
を
導
入
し
、
消

防
団
員
を
引
退
さ
れ
た
方
な
ど
で
、
主
に

日
中
の
火
災
ま
た
は
災
害
時
に
初
期
消
火

活
動
や
後
方
支
援
に
あ
た
る
機
能
別
消
防

団
員
の
定
員
を
30
人
と
す
る
。

　
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
議
会
議

員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
０
．
０
５

月
分
引
き
上
げ
て
１
０
０
分
の
３
１
５
と

す
る
も
の
。

　
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
町
長
の

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
０
．
０
５
月
分

引
き
上
げ
て
１
０
０
分
の
３
３
０
と
す
る

も
の
。

全
員
賛
成

採
決

可 

決
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議
会
傍
聴
規
則
を
改
正

す
る
議
員
発
議

◎
「�

古
殿
町
議
会
傍
聴
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
」

発
議
者　
緑
川
栄
一　
議
員

ほ
か
一
名

　
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
現

行
の
傍
聴
人
受
付
簿
で
は
な
く
、
傍

聴
人
受
付
票
に
改
正
す
る
も
の
。

全
員
賛
成

採
決

可
決

　
次
回
の
議
会
か
ら
傍
聴
者
は
受
付
票
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
箱
に
入
れ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

その他可決された主な補正予算・条例等

Q 

国
庫
補
助
金
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房
設
備
対

応
交
付
金
」
と
あ
り
ま
す
が
、
町
の
公
共
施
設
で
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
は
し
た
か
。

A 

学
校
と
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
調
査
を
し
て
お

り
、
学
校
施
設
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
な
く
、
通
学
路
で

も
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
般
会
計
第
３
次
補
正
予
算

審
議
議
案

地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
及
び
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例

審
議
議
案

疑
質 　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
４
７
万
円

を
増
額
し
、
総
額
を
45
億
４
０
１
０
万
円

と
す
る
も
の
。

　
歳
出
で
は
小
学
校
、
中
学
校
お
よ
び
女

性
若
者
等
活
動
促
進
施
設
に
お
け
る
エ
ア

コ
ン
整
備
工
事
費
等
１
億
１
１
８
０
万
円

な
ど
の
増
加
が
主
な
も
の
で
、
歳
入
で
は

そ
の
財
源
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房
設

備
対
応
臨
時
特
例
交
付
金
１
５
５
８
万
円

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
４
２
３
０
万
円

学
校
教
育
施
設
等
整
備
事
業
債
４
７
３
０

万
円
な
ど
の
増
が
主
な
も
の
で
す
。

　
事
業
者
が
計
画
を
作
成
し
て
県
の
認
定

を
受
け
た
う
え
で
、
本
社
機
能
を
持
つ
特

定
業
務
施
設
を
東
京
23
区
か
ら
移
転
す
る

か
、
認
定
区
域
内
で
特
定
業
務
施
設
を
拡

充
整
備
し
た
場
合
に
、
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
、
ま
た
は
不
均
一
課
税
に
よ
っ
て

事
業
者
の
税
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
東
京
23
区
か
ら
古
殿
町

に
本
社
機
能
を
移
し
た
り

古
殿
町
の
本
社
機
能
を
拡

充
し
た
り
す
る
と
、
固
定

資
産
税
が
軽
減
さ
れ
る
ん

だ
ね
。

全
員
賛
成

全
員
賛
成

採
決

採
決

可
決

可
決

ポイント
条例の
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常任委員会の活動

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
町
民
第
２
体
育
館
、
旧
鎌
田
小
学
校

資
料
館
、
旧
古
殿
保
育
所
跡
地
、
コ
ス
モ
ス
荘
、
大
久
田
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
を
現
地
視
察
し
ま
し
た
。

　
現
地
視
察
後
、
視
察
箇
所
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

コスモス荘での意見交換

　
総
務
常
任
委
員
会
は
鮫
川
村
の
鹿
角
平
観
光
牧
場
、

鹿
角
平
天
文
台
を
視
察
し
、
運
営
状
況
な
ど
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
民
第
２
体
育
館
、
旧
鎌
田
小
学
校
資
料
館

と
旧
古
殿
保
育
所
跡
地
を
現
地
視
察
し
ま
し
た
。

解体予定の町民第２体育館

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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11
月
30
日
に
行
わ
れ
た
議
会
全
員
協
議
会
で
は
、

産
業
、
福
祉
、
交
通
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
連
携

し
取
り
組
ん
で
い
く
「
こ
お
り
や
ま
広
域
圏
」
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旧
古
殿
保
育
所
敷
地
及
び
竹
貫
区
民
広

場
敷
地
の
活
用
に
つ
い
て
協
議
し
、
宅
地
の
分
譲

や
高
齢
者
居
住
施
設
に
つ
い
て
の
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
よ
る
給
与
等
の

改
定
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
14
日
は
引
き
続
き
旧
古
殿
保
育
所
敷
地
及
び
竹

貫
区
民
広
場
敷
地
の
活
用
に
つ
い
て
協
議
し
、
宅
地
の

分
譲
や
高
齢
者
居
住
施
設
の
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
持
た
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ス
モ
ス
荘
の
整
備
に
向
け
た
基
本
設
計
な

ど
現
在
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

活用が望まれる旧古殿保育所跡地

こおりやま広域圏構成自治体（４市７町４村）
［構成］�郡山市（中心市）、須賀川市、田村市、本宮市、大玉村、

鏡石町、天栄村、猪苗代町、石川町、玉川村、平田村、
浅川町、古殿町、三春町、 小野町

［人口］約59万人（福島県の約３割）
［面積］約2,968㎞2（福島県の約２割）
「将来展望の実現、圏域人口の維持、地域経済の活性化」を目指
します

全　員　協　議　会
郡山市と古殿町との連携などについて協議

旧古殿保育所敷地等の利活用などについて協議

11月30日

12月14日

　
郡
山
市
と
各
市
町
村
が

１
対
１
で
協
約
を
結
ぶ
ん

だ
ね
。

ポイント
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一 般 質 問一 般 質 問

一
般
質
問
は
、
12
月
19
日
に
７
人
の
議
員
が
13
問
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
質
問

町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

野崎　喜彦 議員 ����������� 8
⑴　‌�特産物の生産と農産物のブランド化について
⑵　森林伐採に伴う安全対策について
⑶　�平成30年度の行政評価と31年度の主要事業

について

佐川　勇司　議員 � ��������� 9
⑴　４期目の町政運営と今後について

緑川　栄一　議員 � ���������10
⑴　古殿町産業振興策は

佐藤　弘信　議員 � ���������11
⑴　平成31年度の予算編成について
⑵　住宅用火災警報器の設置について

木戸　久康　議員 � ���������12
⑴　�過去の事業成果と平成31年度事業内容につ

いて

藁谷　直吉　議員 � ���������13
⑴　町の活性化対策について
⑵　…町の資源を観光化について

岡部　淳一　議員 � ���������14
⑴　�町振興計画最終年度までの評価と今後のまち

づくり
⑵　�農業意欲をこれ以上減退させないための施策

とは
⑶　�…議会での質問や寄せられた町民の声への検討

結果は

町政を質す
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更
に
、
台
湾
の
住
民
投
票

で
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

続
け
て
い
る
福
島
県
産
な
ど

の
食
品
に
対
す
る
輸
入
禁
止

措
置
が
今
後
２
年
は
継
続
さ

れ
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
。

野
崎　

大
豆
の
生
産
量
と

「
大
豆
ミ
ー
ト
」
の
販
売
実

績
は
。

町
長　

大
豆
の
生
産
量
は
、

28
年
２
．
６
ト
ン
、
29
年
４

ト
ン
で
、
30
年
は
調
整
中
で

す
。
大
豆
ミ
ー
ト
は
29
年
か

ら
の
販
売
開
始
で
、
売
上
げ

６
２
３
㎏
、
販
売
金
額
１
２

５
万
５
３
９
８
円
。
30
年
が

一 般 質 問一 般 質 問

特
産
物
の
生
産
と
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

森
林
伐
採
に
伴
う
安
全
対
策
は

Ｊ-

Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
を
目
指
し
て
い
る

災
害
時
の
残
材
流
出
の
被
害
軽
減
に
努
め
る

町
長

町
長 野

の
崎
ざき

　喜
よしひこ

彦 議員

　
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
は
、
担
い
手
不
足
、
従

事
者
の
高
齢
化
な
ど
の
傾
向

か
ら
大
変
厳
し
い
経
営
環
境

下
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
協
定
が
12
月
30
日

に
発
効
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
農
業
分
野

で
は
、
今
後
、
関
税
の
段
階

的
撤
廃
に
よ
り
自
由
化
が
深

化
し
、
多
く
の
農
産
品
が
厳

し
い
国
際
競
争
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
農
業
政
策
も

新
た
な
視
点
に
立
っ
た
政
策

を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
今
年
は
、
７
月
の
四
国
・

関
西
地
方
を
中
心
と
す
る

「
西
日
本
豪
雨
」
や
「
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
」
に
よ
り

土
砂
崩
れ
や
大
洪
水
・
河
川

の
氾
濫
・
家
屋
の
倒
壊
・
甚

大
な
被
害
が
発
生
す
る
な
ど

異
常
な
気
象
状
態
に
起
因
す

る
大
規
模
災
害
が
日
本
列
島

全
域
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
町
で
は

森
林
の
伐
採
が
か
つ
て
な
い

生
産
量
１
２
６
０
㎏
で
、
11

月
末
現
在
２
３
４
㎏
を
売
上

げ
、
販
売
金
額
33
万
５
２
６

４
円
で
す
。

野
崎　
農
産
物
国
際
規
格
の

第
三
者
認
定
「
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｇ
Ａ
Ｐ
」
取
得
の
考
え
は
。

町
長　
ミ
ニ
ト
マ
ト
生
産
農

家
で
、
Ｊ-

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

野
崎　
農
業
従
事
者
の
所
得

向
上
へ
の
取
り
組
み
は
。

規
模
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が

伐
採
・
搬
出
が
終
了
し
た
現

場
（
田
口
松
森
地
内
）
で
、

９
月
に
崖
崩
れ
の
発
生
に

よ
っ
て
、
河
川
が
堰
き
止
め

ら
れ
、
田
ん
ぼ
に
水
が
流
入

し
、
土
手
が
決
壊
す
る
と
い

う
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。

野
崎　
今
年
、
町
内
で
伐
採

さ
れ
た
森
林
（
特
に
杉
材
）

の
総
面
積
、
数
量
は
。

町
長　

年
間
１
０
０
か
ら

２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
杉
の

伐
採
が
あ
り
ま
す
。
数
量
は

29
年
度
１
万
５
０
０
０
㎥
。

町
と
国
有
林
の
分
収
造
林
は

今
年
約
36
ヘ
ク
タ
ー
ル
伐
採

し
ま
し
た
。

野
崎　
森
林
伐
採
後
の
土
砂

崩
れ
な
ど
の
事
案
は
把
握
し

て
い
る
か
。

町
長　

道
路
へ
の
倒
木
や
、

の
り
面
崩
れ
等
は
把
握
し
て

い
ま
す
。

野
崎　
残
材
の
流
出
対
策
と

材
木
搬
出
道
の
崖
崩
れ
防
止

の
対
策
と
指
導
は
。

町
長　
災
害
時
の
残
材
流
出

に
よ
る
被
害
の
低
減
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

野
崎　
大
型
材
木
運
搬
車
両

の
往
来
に
よ
り
、
生
活
道
路

の
通
行
に
支
障
が
あ
る
と
の

苦
情
が
あ
る
が
、
把
握
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
解
消

策
は
。

町
長　

把
握
し
て
い
ま
す
。

住
民
へ
の
説
明
と
配
慮
の
も

と
作
業
を
行
う
よ
う
指
導
し

ま
す
。

※
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は

　
農
業
に
お
い
て
、
食
品
安

全
環
境
保
全
、
労
働
安
全
等

の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る

た
め
の
生
産
工
程
管
理
の
取

組
み
の
こ
と
。
こ
れ
を
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続

可
能
性
の
確
保
、
競
争
力
の

強
化
、
品
質
の
向
上
に
つ
な

が
り
、
消
費
者
の
信
頼
確
保

が
期
待
さ
れ
る
。

J-GAP取得で消費拡大が期待される
ミニトマト（仙石のハウス）

土砂崩れを起こし、残材流出が心配される杉の伐採現場（田口松森地内）

町
長　
設
備
投
資
費
用
の
一

部
補
助
、
振
興
作
物
の
推
進

や
営
農
指
導
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

・「�

30
年
度
の
行
政
評

価
と
31
年
度
の
主

要
事
業
に
つ
い
て
」

の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

質
の

問
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一 般 質 問一 般 質 問

佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

　
町
長
の
任
期
も
あ
と
少
し

と
な
り
ま
し
た
が
、
４
期
目

の
４
年
間
に
お
い
て
は
、
赤

ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
を
始
め
と

す
る
子
育
て
支
援
、
移
住
定

住
促
進
事
業
と
福
祉
の
充
実

各
町
道
・
国
県
道
の
整
備
、

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
生
活
環
境
の
整
備
、

森
林
再
生
事
業
、
戦
略
的
産

地
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
な

ど
の
地
場
産
業
の
振
興
・
住

民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

そ
し
て
町
公
民
館
改
修
工

事
・
町
民
体
育
館
建
設
工
事

町公民館で行われた読み聞かせ会あのねの紙芝居

やぶさめアリーナで行われた小学生のドッチビー大会

５
期
目
の
町
長
選
出
馬
の
考
え
は

引
き
続
き
町
発
展
に
向
け
た

諸
問
題
に
取
り
組
む

町
長

と
体
育
館
開
館
記
念
事
業
の

教
育
・
交
流
環
境
の
整
備
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
町

民
生
活
を
第
一
に
考
え
た
多

く
の
事
業
に
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
来
た
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
４
期
目
の
任
期
満

了
も
近
づ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

佐
川　
一
点
目
、
４
期
16
年

の
町
政
運
営
を
踏
ま
え
、
今

後
の
課
題
は
何
か
。

　
二
点
目
、
４
期
目
で
、
任

期
中
に
実
現
で
き
な
か
っ
た

政
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

　
三
点
目
、
５
期
目
の
町
長

選
出
馬
の
考
え
は
。

町
長　
「
子
育
て
支
援
と
福

祉
の
充
実
」「
生
活
基
盤
の

整
備
」「
地
場
産
業
の
振
興
」

「
住
民
参
加
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」「
教
育
・
交

流
環
境
の
整
備
」
の
五
つ
の

柱
を
深
化
さ
せ
、
農
林
業
を

は
じ
め
と
し
た
地
場
産
業
の

振
興
を
中
心
に
、
若
者
の
定

住
促
進
、
人
口
の
定
着
化
を

図
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
社

会
へ
の
対
策
を
、
し
っ
か
り

と
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
先
日
、
後
援
会
か
ら
５
期

目
に
向
け
た
出
馬
要
請
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
と

し
て
は
、
こ
の
要
請
を
重
く

受
け
止
め
、
進
退
に
つ
い
て

熟
慮
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
が
夢
や
希
望
を

持
ち
そ
れ
を
実
感
で
き
る
町

に
す
る
決
意
の
も
と
、
町
民

の
皆
様
の
ご
信
任
を
い
た
だ

け
る
な
ら
ば
、
引
き
続
き
、

町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き

町
の
発
展
に
向
け
た
諸
問
題

の
解
決
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
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一 般 質 問一 般 質 問

緑
みどり

川
かわ

　栄
えい

一
いち

 議員

　

古
殿
町
の
基
幹
産
業
は
、

昭
和
二
十
年
代
よ
り
林
業
・

養
蚕
・
葉
タ
バ
コ
を
中
心
と

し
た
第
一
次
産
業
が
基
幹
で

三
十
年
代
よ
り
製
材
業
や
商

業
が
増
加
し
、
五
十
年
代
は

工
場
誘
致
に
よ
り
人
口
減
少

も
抑
制
さ
れ
ま
し
た
。
六
十

年
代
以
降
は
、
木
材
・
米
・

コ
ン
ニ
ャ
ク
等
の
下
落
に
よ

り
第
一
次
産
業
が
衰
退
し
遊

休
農
地
が
増
加
し
、
山
際
地

区
の
人
口
減
少
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
次
の
点
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

古
殿
町
の
産
業
振
興
策
は

自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
産
業
づ
く
り

町
長

緑
川　
古
殿
町
の
産
業
振
興

計
画
は
。

町
長　
町
第
６
次
振
興
計
画

に
お
い
て
、
自
然
の
恵
み
を

生
か
し
た
産
業
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
一
．
活
力
あ
ふ

れ
る
農
林
業
の
振
興
、
二
．

魅
力
あ
る
商
工
業
・
観
光
の

振
興
と
し
、
基
本
計
画
の
中

で
、
農
業
の
振
興
、
林
業
の

振
興
と
自
然
保
護
対
策
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
推
進
、

商
業
の
振
興
、
工
業
の
振
興

交
流
を
促
進
す
る
観
光
の
振

興
、
そ
の
内
容
に
沿
っ
た
形

で
施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。

緑
川　
６
次
化
産
品
の
開
発

計
画
は
。

町
長　
現
在
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

な
ど
の
農
業
生
産
物
の
う
ち

規
格
外
品
等
を
乾
燥
さ
せ
、

チ
ッ
プ
や
パ
ウ
ダ
ー
に
す
る

取
り
組
み
を
試
験
的
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。

緑
川　
古
殿
町
の
観
光
資
源

創
生
計
画
は
。

町
長　
観
光
資
源
の
有
効
活

用
と
観
光
Ｐ
Ｒ
や
情
報
発
信

を
展
開
し
、
域
外
か
ら
の
人

口
流
入
を
図
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
交
流
人

口
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
の
勉

強
会
を
開
催
し
、
関
係
す
る

方
々
と
協
働
し
な
が
ら
、
地

域
に
存
在
す
る
魅
力
に
磨
き

を
か
け
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用

し
情
報
発
信
に
努
め
、
観
光

客
の
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

緑
川　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
状
況
は
。

町
長　
今
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
に
係
る
寄
付
の
状
況
は

11
月
末
現
在
62
件
、
１
４
０

万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

緑
川　
道
の
駅
の
来
客
者
お

よ
び
売
上
は
。

町
長　
平
成
27
年
度
か
ら
の

３
年
間
で
は
、
売
上
、
来
客

者
数
と
も
に
前
年
度
に
比
べ

増
加
し
、
平
成
29
年
度
は
売

上
合
計
で
過
去
最
高
の
約

一
億
４
２
０
０
万
円
、
来
客

者
数
に
つ
い
て
は
レ
ジ
通
過

者
数
で
、
震
災
前
と
ほ
ぼ
同

じ
約
９
万
４
千
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
に
つ
い
て

も
、
11
月
末
現
在
、
売
上
、

来
客
者
数
と
も
に
前
年
同
時

期
と
比
べ
上
回
っ
て
お
り
、

順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

６次化産品として開発が期待されるミニトマト

豊かな自然を生かしたまちづくりを
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一 般 質 問一 般 質 問

佐
さ と う

藤　弘
ひろのぶ

信 議員

　
平
成
31
年
度
の
予
算
編
成

に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
大

変
注
目
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
暮
ら
し
を
直
接
左

右
す
る
大
き
な
性
格
を
持
っ

て
い
ま
す
。
国
の
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
交
付
金
に
頼

る
状
況
を
考
え
れ
ば
厳
し
い

予
算
編
成
に
な
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
町
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、

第
６
次
振
興
計
画
に
基
づ
き

施
策
が
実
行
さ
れ
て
い
く
と

思
い
ま
す
が
、
町
民
の
福
祉

の
向
上
、
生
活
基
盤
の
整
備

財
源
の
確
保
等
予
算
編
成
に

対
し
て
の
基
本
方
針
、
重
要

分譲地が計画される旧保育所跡地

設置義務化されている火災警報器

施
策
を
伺
い
ま
す
。

佐
藤　
新
年
度
の
予
算
編
成

に
対
す
る
基
本
方
針
は
何
か
。

町
長　
第
６
次
振
興
計
画
に

基
づ
く
基
本
理
念
と
地
方
創

生
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を

基
本
方
針
と
し
ま
す
。

佐
藤　

財
源
の
確
保
に
は
、

ど
の
よ
う
な
見
通
し
を
持
っ

て
い
る
か
。

町
長　
国
・
県
の
予
算
編
成

の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
地
方
債
に
つ
い
て
は
地

方
交
付
税
措
置
が
あ
る
有
利

な
起
債
の
活
用
な
ど
を
積
極

的
に
図
り
、
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

佐
藤　
既
存
の
事
業
に
対
し

て
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
事
業
の
必
要
性
・
効

果
性
・
妥
当
性
・
効
率
性
な

ど
に
つ
い
て
、
チ
ェッ
ク
し
て

い
ま
す
が
現
在
、
よ
り
効
果

的
な
評
価
の
方
法
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

佐
藤　
町
民
の
要
望
を
く
み

上
げ
、
ど
の
よ
う
に
予
算
に

反
映
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

担
当
課
で
確
認
し
、

事
業
効
果
・
公
平
性
・
財
源

の
確
保
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
、
必
要
に
応
じ
予
算
に

反
映
し
ま
す
。

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
に
な
っ
て
き
た
矢
先
、
県

内
に
お
い
て
痛
ま
し
い
火
災

が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
生

命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
消
防

法
で
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が

県
内
で
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
５

の
74
．
６
％
の
設
置
率
で
あ

り
ま
す
。
町
と
し
て
の
普
及

に
対
す
る
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。

佐
藤　
町
内
の
火
災
警
報
器

の
設
置
率
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

新
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は

第
６
次
振
興
計
画
に
基
づ
き
編
成
し
ま
す町長

火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
は

設
置
の
周
知
を
徹
底
し
ま
す

町
長

町
長　
70
％
以
上
の
設
置
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤　

高
齢
者
一
人
暮
ら
し

の
世
帯
に
助
成
で
き
な
い
か
。

町
長　
町
の
制
度
で
対
象
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

佐
藤　
今
後
設
置
に
向
け
て

の
対
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の

に
な
る
か
。

町
長　
わ
か
り
や
す
い
チ
ラ

シ
を
配
布
す
る
な
ど
周
知
徹

底
に
努
め
、
制
度
を
活
用
し

て
の
設
置
を
促
進
し
ま
す
。

佐
藤　
第
６
次
振
興
計
画
を

ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
の
か
。

町
長　
第
６
次
振
興
計
画
と

予
算
要
求
の
内
容
を
付
き
合

わ
せ
た
う
え
で
反
映
し
て
い

ま
す
。

佐
藤　
新
年
度
の
重
点
施
策

は
何
か
。

町
長　
活
力
あ
る
地
域
経
済

を
維
持
で
き
る
と
と
も
に
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。
平
成
31
年
度
は
、

コ
ス
モ
ス
荘
の
建
築
や
分
譲

地
の
造
成
な
ど
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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木
き ど

戸　久
ひさやす

康 議員

一 般 質 問一 般 質 問

木
戸　
旧
大
久
田
小
の
仮
校

舎
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　
平
成
10
年
度
の
大
久

田
小
改
築
工
事
の
際
に
建
て

た
も
の
で
す
が
、
工
事
以
後

は
区
民
の
方
々
が
利
活
用
し

て
お
り
、
現
在
で
は
消
防
団

の
屯
所
お
よ
び
大
久
田
地
区

公
民
館
の
備
品
等
を
保
管
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
施
設
の

利
活
用
、
在
り
方
等
は
区
長

な
ど
代
表
者
の
方
々
と
協
議

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

有効な活用が望まれる厩舎

来年度に改築予定のコスモス荘

過
去
の
事
業
成
果
と

平
成
31
年
度
事
業
内
容
は

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
対
策

に
重
点
を
お
き
ま
す

町
長

木
戸　
旧
論
田
小
校
舎
と
敷

地
は
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。

町
長　
旧
論
田
小
学
校
の
活

用
は
、
民
間
事
業
者
か
ら
広

く
意
見
、
提
案
を
求
め
る
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
が
、
具
体
的
な
活
用

ま
で
に
は
至
ら
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

木
戸　
流
鏑
馬
用
厩
舎
の
利

用
を
今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

町
長　
例
大
祭
で
使
用
す
る

馬
を
、
一
時
的
に
飼
育
す
る

等
の
使
い
道
も
あ
る
と
の
見

解
が
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
流
鏑
馬
保
存
会
等
と
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

木
戸　
旧
大
原
小
跡
地
の
木

材
乾
燥
施
設
の
現
在
の
稼
働

状
況
は
。

町
長　
今
年
度
は
12
月
末
ま

で
の
見
込
み
で
、
乾
燥
機
が

延
べ
18
週
間
、
ど
ぶ
漬
け

プ
ー
ル
が
２
週
間
で
あ
り
、

今
後
も
使
用
予
定
が
入
っ
て

お
り
ま
す
。

木
戸　
平
成
31
年
度
は
何
を

一
番
重
要
と
考
え
て
予
算
を

編
成
す
る
の
か
。

町
長　
現
在
、
各
課
に
お
い

て
予
算
要
求
作
業
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
の
内
容
を
確
認
し
な
が
ら

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
対

策
に
重
点
を
お
い
た
、
具
体

的
な
予
算
編
成
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

木
戸　
社
会
福
祉
協
議
会
施

設
（
コ
ス
モ
ス
荘
）
の
進
捗

状
況
は
。

町
長　
先
月
ま
で
に
基
本
設

計
が
完
了
し
、
現
在
、
実
施

設
計
を
進
め
て
お
り
、
新
年

度
に
は
本
体
工
事
を
発
注
す

る
方
向
で
作
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

木
戸　
老
人
居
住
施
設
（
高

齢
者
居
住
施
設
）
の
進
捗
状

況
は
。

町
長　
高
齢
者
居
住
交
流
施

設
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
認
知

症
ケ
ア
の
側
面
も
考
慮
し
つ

つ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と一体

的
な
整
備
・
運
営
を
進
め
た

い
と
考
え
て
お
り
、
候
補
地

は
町
有
地
の
利
活
用
を
前
提

に
、
鎌
田
の
町
民
第
２
体
育

館
周
辺
を
候
補
地
の
一
つ
と

し
て
、
皆
様
と
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

木
戸　
旧
保
育
所
跡
地
の
活

用
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
宅
地
分
譲
地
と
し
て

整
備
を
行
う
計
画
で
あ
り
ま

す
。
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一 般 質 問一 般 質 問

藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

　
町
も
、
超
少
子
、
高
齢
社

会
に
入
り
、
農
家
人
口
の
減

少
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、

空
き
家
、
空
き
店
舗
の
増
加

に
拍
車
が
か
か
り
、
伝
統
行

事
な
ど
も
継
承
し
て
い
く
の

が
困
難
に
な
り
、
消
滅
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

　
人
口
減
少
し
て
も
、
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
都
会

と
同
じ
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
楽
し
め
る

図
書
館
の
充
実
と
、
魅
力
あ

る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
の
点

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

藁
谷　
図
書
館
に
、
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
貸
出
管
理

す
る
考
え
は
。

教
育
長　
現
在
の
図
書
館
の

規
模
で
は
、
導
入
に
対
す
る

効
果
が
少
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

藁
谷　
町
公
民
館
の
正
面
出

入
り
口
に
公
民
館
と
図
書
館

の
名
前
を
表
示
し
て
い
な
い

　
町
に
眠
っ
て
い
る
町
財
産

と
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ
し

町
民
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
観

光
を
促
進
し
、
交
流
人
口
を

拡
大
し
て
活
性
化
す
る
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
次
の
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

藁
谷　
山
上
地
区
の
渓
流
と

煙
だ
し
の
古
民
家
を
観
光
化

す
る
考
え
は
。

図
書
館
に
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
貸
出
管
理
す
る
考
え
は

導
入
す
る
効
果
が
少
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

教
育
長

図書のバーコード管理ができるシステム

観光資源として貴重な煙だしの古民家

が
。

教
育
長　
東
側
出
入
り
口
に

設
置
す
べ
く
業
者
と
打
合
わ

せ
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

藁
谷　
図
書
館
の
土
日
開
館

し
た
実
績
と
今
後
は
ど
ん
な

方
針
で
い
く
の
か
。

教
育
長　
52
日
に
わ
た
り
開

館
し
た
結
果
、
４
０
８
人
の

来
館
で
、
３
３
０
冊
を
貸
出

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
実
績
や
費
用
面
も
含
め
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

藁
谷　

中
学
校
の
図
書
を
、

町
の
図
書
館
で
貸
出
し
す
る

考
え
は
。

教
育
長　
町
の
図
書
館
で
は

町
長　
山
上
地
区
は
地
域
の

景
観
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す

が
、
煙
だ
し
古
民
家
は
個
人

の
所
有
物
で
あ
る
た
め
難
し

さ
が
あ
り
ま
す
。

藁
谷　
老
朽
し
た
町
の
道
路

案
内
表
示
板
を
撤
去
し
、
新

た
な
案
内
表
示
板
を
設
置
す

る
考
え
は
。

町
長　
現
地
精
査
し
た
う
え

で
対
応
を
検
討
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

煙
だ
し
の
古
民
家
を
観
光
化
す
る
考
え
は

個
人
の
所
有
物
で
あ
る
た
め
難
し
さ
が
あ
り
ま
す

町
長

図
書
リ
ク
エ
ス
ト
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
学
校

の
図
書
に
つ
い
て
貸
出
し
を

行
わ
な
く
と
も
十
分
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

藁
谷　
図
書
カ
ー
ド
を
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
よ
う
に
小

さ
く
す
る
考
え
は
。

教
育
長　
来
年
度
か
ら
実
施

す
べ
く
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

藁
谷　

図
書
館
に
、
新
聞
、

雑
誌
や
週
刊
誌
な
ど
閲
覧
す

る
考
え
は
。

教
育
長　
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

公
序
良
俗
に
反
し
な
い
等
を

見
極
め
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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一 般 質 問一 般 質 問

たくさんの農作物が並ぶ道の駅

岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

　
第
６
次
振
興
計
画
最
終
年

度
に
入
り
、一
番
顕
著
に
な
っ

た
の
は
少
子
高
齢
化
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
計
画
の
到

達
点
、
評
価
、
今
後
の
課
題

を
考
え
な
が
ら
現
時
点
で
何

を
す
べ
き
な
の
か
、
考
え
方

と
姿
勢
を
伺
い
ま
す
。

岡
部　
こ
の
十
年
間
の
状
況

変
化
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町
長　
平
成
17
年
と
27
年
を

比
較
す
る
と
、
20
歳
未
満
人

口
が
約
31
％
減
少
し
、
75
歳

以
上
が
約
16
％
増
加
し
、
少

子
高
齢
化
が
顕
著
だ
と
捉
え

て
い
ま
す
。 

岡
部　
振
興
計
画
当
初
の
見

通
し
と
違
っ
た
事
は
何
か
。

町
長　
東
日
本
大
震
災
と
そ

れ
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
の
放
射
能
事
故
が
、

農
林
業
・
商
業
・
観
光
の
各

計
画
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

岡
部　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

は
何
を
目
指
す
べ
き
か
。

町
長　

町
民
の
皆
さ
ん
が

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」、
町
外

の
方
に
「
住
ん
で
み
た
い
」

と
思
わ
れ
る
「
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
考
え
ま

す
。

岡
部　
十
年
ス
パ
ン
の
計
画

で
は
な
く
、
よ
り
短
い
計
画

と
評
価
に
変
え
る
つ
も
り
は
。

　
町
に
お
け
る
農
業
、
農
家

の
実
態
は
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
山
あ
い
、

沢
す
じ
の
田
畑
は
荒
地
を
通

り
越
し
再
耕
作
が
出
来
な
い

状
況
も
見
受
け
ら
れ
る
現
況

で
す
。

　
「
後
継
ぎ
が
い
な
い
」「
農

機
具
の
更
新
が
で
き
な
い
」

な
ど
に
よ
り
、
農
業
へ
の
意

欲
が
減
退
し
て
い
ま
す
。
当

面
の
課
題
を
伺
い
ま
す
。

町
長　
現
在
、
第
７
次
振
興

計
画
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

基
本
計
画
は
５
年
、
実
施
計

画
は
必
要
に
応
じ
評
価
と
見

直
し
を
行
い
た
い
と
考
え
ま

す
。

岡
部　

石
川
郡
内
と
し
て
、

何
を
広
域
的
に
取
り
組
む
の

か
。

町
長　
「
こ
お
り
や
ま
広
域

圏
」
も
視
野
に
入
れ
、
フ
ル

セ
ッ
ト
で
な
く
、
農
・
商
業

医
療
・
防
災
等
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

岡
部　
働
く
場
は
あ
る
が
勤

め
る
人
が
い
な
い
状
況
に
は

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

町
長　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情

報
発
信
し
て
い
る
が
、
さ
ら

な
る
取
り
組
み
を
考
え
ま
す
。

町
振
興
計
画
最
終
年
度
ま
で
の
評
価
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は

農
業
意
欲
を
こ
れ
以
上
減
退
さ

せ
な
い
た
め
の
施
策
と
は

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
考
え
ま
す

若
年
層
の
就
農
対
策
や
農
地
の

規
模
拡
大
の
取
り
組
み
が
必
要

町
長

町
長

・「�

議
会
で
の
質
問
や

寄
せ
ら
れ
た
町
民

の
声
へ
の
検
討
結
果

は
」

の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

質
の

問

平成31年度までの第６次振興計画書

岡
部　
専
業
・
兼
業
の
後
継

者
問
題
お
よ
び
農
機
具
更
新

の
実
態
調
査
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

町
長　
平
成
28
年
度
に
認
定

農
業
者
等
に
後
継
者
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
が
、
町
全
体
で
の
調
査

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

岡
部　
兼
業
農
家
へ
の
支
援

策
は
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

町
長　
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
、
水
田
転
作
作

物
へ
の
交
付
金
等
で
す
。

岡
部　
町
農
業
お
よ
び
農
家

形
態
に
お
け
る
課
題
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
平
成
27
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
農
家

６
５
１
戸
の
農
業
就
業
人
口

の
平
均
年
齢
が
70
・
１
歳
で

あ
り
、
一
農
家
当
た
り
の
平

均
作
付
面
積
が
水
稲
53
・
１

ア
ー
ル
、
野
菜
13
ア
ー
ル
と

狭
小
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
若

年
層
の
就
農
対
策
、
農
地
の

集
積
等
に
よ
る
規
模
拡
大
の

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。



ふるどの議会だより　第146号
平成31年１月18日発行15

一 般 質 問一 般 質 問

Q　平成２８年１２月一般質問から
住宅建設支援事業テーマ

A　町長答弁

人口減少対策として、新築およびリフォーム
などにおいて町の助成金制度は。

　町産材を利用した場合、新築で50万円、増築
では20万円、擁壁設置の必要性がある場合は
200万円を限度に助成しています。
　また、若者定住促進に向けて、住宅の新築、
中古家屋の取得やリフォームに関する新たな支
援制度について検討します。

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.44

住宅建設が進む町内

平成29年度より町外から移住を目的に住宅を取得する
子育て世帯や若者世帯の方に補助金を交付します
〇基本補助金
　・新築住宅又は建売住宅：100万円
　・中古住宅　　　　　　：  50万円
〇加算補助金
　・住宅用地購入加算　　：  25万円
　・町内建設業者建築加算：  10万円
　・子育て世帯加算　　　：  10万円／人（最大３人まで）
　　※義務教育が未修了の子どもを養育している場合に加算します。

お家を建てる前に、対象
となるかどうか町役場内
地域整備課に相談してく
ださい！

その後の
対　　応

しみもっちー
平成27年の中学生議会で提案されて
誕生した「凍み餅」のキャラクター

○�現在、町産材を利用した場合、新築50万円、増改築30万円、擁壁設置は200万
円の助成です。
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み ん な の ペ ー ジ

＊�八ヶ久保、薄木の獅子舞とは
　「八ヶ久保、薄木の獅子舞」は、八ヶ久保北向にある湯殿山神社に氏子が奉納する獅子舞で、古来
より「八ヶ久保のささら」と呼ばれてきました。
　祭礼日は、10月の第１日曜日が本祭りとなっており、湯殿山神社境内から、八ヶ久保北向の熊野神
社社前、旧世話人宿、新世話人宿で獅子舞の奉納が行われます。
　湯殿山神社は、天正年間、豊臣秀吉に抗してかなわず、小田原の落城とともに逃れ来た佐川但馬之
守が居城の守護神を移し祀ったものです。
　八ヶ久保・薄木の氏子は、古来より ｢ささら｣ を子どもたちが古典豊かに演じ、八ヶ久保上、八ヶ
久保中、薄木の三集落の隣保班長が祭礼委員となり、互選にて祭礼委員長が選ばれ、祭礼が執り行わ
れます。

＊�今後の活動目標は
　獅子舞は、三集落の男子３名が演じ、ほかに、女子４名が花笠として獅子舞に花を添えます。
　しかし、近年の少子化により、踊り手を確保するのが重要な課題となってきております。獅子を踊る
男子については、あと数年は確保できる見込みはありますが、花笠となる女子が少なくなっており、今
後が心配される状況です。
　しかし、長年の間受け継がれてきている「八ヶ久保、薄木の獅子舞」を、できる限り、少しでも長く
後世に伝えていきたいと考えております。
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議会を傍聴してみませんか

Ｎｏ.37

次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。

古殿町 検　索 町議会へ

３月上旬

　　　　今回紹介するのは、

八ヶ久保、薄木の獅子舞 です。 

本祭りの様子
本祭りで獅子舞を奉納された皆さん


